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岡　　崎　　市

平成20.9.4現在

№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
1 個人市民税の減免 床上浸水により自己又は家族が所有

し、かつ、居住する住宅又は家財に損
害を受けた方で、前年所得が1,000万円
以下であり、保険金などにより補填され
る金額を除いて計算した損害割合が3割
以上ある方

申請日以降1年以内に到来する納期限に係る納付額（特別徴収に係るも
のは、減免申請日の属する月の翌月以降1年以内の月割額）の8分の１～
全額を減免

市民税課
　市民税1班  23-6082

2 法人市民税・事業所税
の申告納付期限の延長

被災により法人市民税・事業所税の申
告納付が期限内に行えない法人

申請により市長が必要と認めるときは、災害の止んだ日から2か月以内で
申告納付期限を延長

市民税課
　市民税2班　23-6078

3 固定資産税の減免 災害により損害を受けた固定資産税の
納税者

床上浸水などにより、家屋などの固定資産税について損害を受けた方は、
平成20年度第3期分及び第4期分について、その損害の程度に応じて4割
～全額を減免

資産税課
　家屋3班　23-6101
　土地1班　23-6103
　償却資産班　23-6094

4 納税の猶予 被災証明書をお持ちの方 市税を一時に納めることができない場合、申請により1年以内の期間に限
り、納める時期を遅らせたり、税額を分割して納付が可能

納税課
　納税推進1班　23-6118
　納税推進2班　23-6115

「平成２０年８月末豪雨」で被災された方への支援について

　１　この表は、市の支援（市が直接実施するもの及び他機関の融資で市が関与するものなど）の概要を一覧にまとめたものです。

　２　支援等を申請される際は、被災証明書や運転免許証などの本人確認が必要な場合があります。事前に問合せ先へご確認ください。

　３　９月３日から市役所東庁舎１階ロビーで「被災者相談総合窓口」を開設します。月～金　午前８時３０分～午後８時　２３－６６６６

　被　災　者　支　援　メ　ニ　ュ　ー　一　覧
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№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
5 被災証明書の交付 ・被災場所に住民登録がある方

・被災場所の家屋の所有者(納税義務
者）
・被災場所のテナント入居者
・被災場所のアパート入居者（住民登録
をしていない方）

(通常窓口）
　市民課1番窓口又は各支所で随時交付
（臨時窓口－市役所市民課のみ）
　・総合窓口開設時間帯（月～金午後8時まで）
　・9月6日(土) 、7日(日)　 午前9時～午後5時
　運転免許証など本人確認できる書類が必要

6 自動車の被災証明の交
付

被災車両の所有者 市民課1番窓口又は各支所で交付
次の書類が必要
・運転免許証など本人確認できる書類
・被災車両の写真又は被災した旨の記載がある見積書、領収書

7 各種証明書交付手数料
の減免

被災証明書をお持ちの方（仮被災証明
書でも結構です。）

各担当課、各支所又は各出張所で住民票の写し、印鑑登録証明書、各種
税証明などの交付手数料を9月1日～9月30日の間は無料
窓口で被災証明書の提示が必要

市民課
　窓口班　23-6528
市民税課
　市民税3班　23-6080
資産税課
　償却資産班　23-6849
納税課
　収入整理班　23-6123
国保年金課
　収納班　23-6843

8 生活資金融資あっせん
制度

被災により一時的に生活資金が必要に
なった方

取扱金融機関　岡崎信用金庫本店
融資金額　50万円以内
融資期間　60か月以内
融資利率　年2.2％

9 災害防止工事資金融資
あっせん制度（かさ上
げ）

浸水住宅の床面を20ｃｍ以上かさ上げ
し、又は浸水住宅の敷地の地盤面を20
ｃｍ以上盛土しようとする方

取扱金融機関　岡崎信用金庫本店
融資金額　300万円以内
融資期間　15年以内
融資利率　年2.2％

10 死亡者1人につき 250,000円

11 負傷による入院者1人につき 30,000円（1週間以上1か月未満）
50,000円（1か月以上3か月未満）
80,000円（3か月以上）

生活福祉課
　援護班　23-6145

災害見舞金の支給

市民協働推進課
　市民相談班　23-6492

市民課
　窓口班　23-6528
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№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
12 家屋の全壊、全焼の被害を受けた方 40,000円（寮などの居住者）

75,000円（1人世帯）
110,000円（2人以上～4人世帯）
150,000円（5人以上世帯）

13 家屋の半壊、半焼の被害を受けた方 30,000円（寮などの居住者）
40,000円（1人世帯）
60,000円（2人以上～4人世帯）
75,000円（5人以上世帯）

14 床上浸水の被害を受けた方 30,000円（寮などの居住者）
50,000円（一般世帯）

15 災害障害見舞金の支給 災害により負傷し、又は治ったときに精
神又は身体に障害があり当時、市内に
住所を有する方

障害者1人につき250万円(世帯の生計を主として維持していた場合)
障害者1人につき125万円(その他の場合)

16 災害援護資金の貸付 次の被害を受けた世帯の世帯主（被害
を受けた同一世帯に属する方の所得の
合計が右記所得制限に満たない方に限
る）
・療養に要する期間おおむね1か月以上
である世帯主の負傷
・相当程度の住居又は家財の損害（被
害金額が当該住居又は家財の評価額
のおおむね1/3以上である損害）

・所得制限　（同一世帯に属するものが）
　　1人のとき　220万円
　　2人のとき　430万円
　　3人のとき　620万円
　　4人のとき　730万円
　　5人以上のとき　730万円＋1人30万円(その世帯の住居が滅失し、又は
流失した場合は1,270万円)
・貸付限度額
　家財の被害を受けた場合　150万円～250万円
　住居が全壊に至らない被害を受けた場合　170万円
　家屋が全壊の被害を受けた場合　250万円～270万円
　家屋が流出の被害を受けた場合　350万円

17 被災者生活再建支援 生活基盤に著しい被害(住宅の全壊、大
規模半壊した世帯などが対象)を受けた
世帯の世帯主

右記は世帯人員が2名以上の場合。1名
の場合は、各該当金額の4分の3

・住宅の被害程度に応じて支給する支援金（基礎支援金）
　全壊等　100万円
　大規模半壊　50万円
・住宅の再建方法に応じて支給する支援金（加算支援金）
　建設、購入　200万円
　補修　100万円
　賃借（公営住宅を除く。）　50万円

生活福祉課
　援護班　23-6145

災害見舞金の支給
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№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
18 障害者自立支援法によ
る障害福祉サービス

サービスを利用されている方で床上浸
水の被害を受けた方

被害の程度に応じて利用者負担額を減免 障害福祉課
　審査給付班　23-6853

19 補装具費給付
（障害福祉サービス）

補装具費の支給を受けている方で床上
浸水の被害を受けた方

耐用年数内の支給が可能
被害の程度に応じて利用負担額を減免

障害福祉課
　障害班　23-6867

20 移動支援
（障害福祉サービス）

サービスを利用されている方で床上浸
水の被害を受けた方

21 日中一時支援
（障害福祉サービス）

サービスを利用されている方で床上浸
水の被害を受けた方

22 生活サポート
（障害福祉サービス）

サービスを利用されている方で床上浸
水の被害を受けた方

23 日常生活用具費支給
（障害福祉サービス）

日常生活用具費の支給を受けている方
で床上浸水の被害を受けた方

耐用年数内の支給が可能
被害の程度に応じて利用負担額を減免

24 在宅重度障害者等訪問
入浴サービス

サービスを利用されている方で床上浸
水の被害を受けた方

被害の程度に応じて利用負担額を減免

25 全壊（流失）の被害を受けた方 Ｂ・Ｃ階層　全額を免除
Ｄ階層　2分の1の額以下に相当する直近の階層へ減額
減免期間６か月以内

26 半壊（床上浸水）の被害を受けた方 Ｂ階層　全額を免除
Ｃ・Ｄ階層　2分の1の額以下に相当する直近の階層へ減額
減免期間６か月以内

27 児童扶養手当の特別措
置

住宅、家財などがその価格のおおむね
1/2以上の損害を受けた方

所得制限の取扱いの特例あり

28 母子寡婦福祉資金の貸
付

母子及び寡婦で、家財の破損、住宅の
半壊・全壊、土砂くずれなどにより住宅
を補修される方

200万円を限度に貸付の特例あり
現在住宅資金の貸付を受けている方で支払期限に償還困難な場合は支
払猶予が可能

29 介護保険料の減免 災害により、本人又は同一世帯の生計
中心者が所有し、かつ、居住の用に供
する住宅、家財などに被害を受けた方

被害の割合、所得金額により減免割合を決定 長寿課
　介護保険料班　23-6647

保育料の減免

障害福祉課
　審査給付班　23-6853

被害の程度に応じて利用負担額を減免

障害福祉課
　障害班　23-6867

こども課
　保育管理班　23-6144

こども育成室
　児童助成班　23-6037
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№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
30 介護保険利用者
負担額の減免

災害により、本人又は同一世帯の生計
中心者が所有し、かつ居住の用に供す
る住宅、家財などに被害を受けた方

・被害の割合が50％以上
　減免申請月から1年間の利用者負担額の全額を減免
・被害の割合が30％以上50％未満
　減免申請月から1年間の利用者負担額の2分の1を減免

長寿課
　介護給付班　23-6682

31 介護保険料の納付相談 被災者 分割納付及び納付猶予の相談 長寿課
　介護保険料班　23-6647

32 国民健康保険料の減免 災害による市民税、固定資産税減免世
帯

税の減免に基づき所得割及び資産割に応じた額の保険料を減免

33 国民健康保険一部負担
金の減免等

災害により家屋等に損害をうけた方 損害の程度により、病院の窓口で支払う一部負担金を免除・減額・徴収猶
予

34 国民健康保険料の徴収
猶予

被災証明書をお持ちの方 保険料を一時に納めることができない場合、申請により6ヶ月以内の期間
に限り、収める時期を遅らせたり、保険料を分割して納付が可能

国保年金課
　収納班　23-6843

35 国民年金保険料の免除 財産価格の2分の1以上の損害を受けた
方

保険料の免除(全額～4分の1)
ただし、将来の年金受給額に影響あり

国保年金課
　窓口班　23-6172

36 後期高齢者医療保険料
の減免

床上浸水の被害を受けた方 保険料の半額を１２月以内減額

37 後期高齢者医療保険料
の徴収猶予

住宅、家財などに著しい損害を受けた
方

保険料を一時に納めることができない場合、申請により6ヶ月以内の期間
に限り、収める時期を遅らせたり、保険料を分割して納付が可能

38 後期高齢者医療一部負
担金の免除

住居損害を受けた方
生活が著しく困難になった方（非課税世
帯）

病院の窓口で支払う一部負担金を３ヶ月の免除

39 消毒剤の無料配布 浸水世帯の方 消毒剤を保健所、各支所で無料配布 保健所生活衛生課
　公衆衛生班　23-6187

40 被災地家庭訪問
被災者電話健康相談

被災地区の方 こころと身体の健康相談

41 臨時健康相談所の開設 広幡、愛宕、井田学区などの被災住民
の方

こころと身体の健康相談
　　日時 平成20年９月１日(月) ～５日(金)午後４時～５時
　　　　　　　　　　　９月６日(土) ～７日(日)午後３時～５時
　　場所　広幡学区市民ホーム図書室（広幡町）

国保年金課
　資格給付班　23-6167

国保年金課
　医療助成班　23-6148

保健所健康増進課
   健康増進班 母子保健班
　 精神・難病班  23-6179
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№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
42 災害時要援護者安否確
認

精神・難病の災害時要援護者登録をさ
れている方

精神・難病の災害時要援護者登録者の安否確認、保健指導 保健所健康増進課
   精神・難病班  23-6715

43 犬に関する手数料の免
除

被災地区の方 犬の鑑札の再交付手数料・狂犬病予防注射済票再交付手数料の免除 動物総合センタ-
　1班　27-0444

44 家庭からの災害ごみの
処理

被災された方(家庭) 町内で決められた集積場での災害ごみの収集
各クリーンセンターで災害ごみの直接持込を受入（ごみ処理手数料の減
免）
いずれも9月7日(日)まで実施

ごみ対策課  23-6530
中央ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  22-1153
八帖ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  22-5436

45 し尿収集手数料の減免 豪雨で便槽が一杯になり、し尿収集業
者に収集を依頼し、手数料を支払われ
た方で被災証明書をお持ちの方

し尿収集手数料の減免
一般廃棄物処理手数料減免申請書、被災証明書、し尿収集業者の領収
書、口座振替申出書（受領委任状）の提出が必要

八帖ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 22-5436
ごみ対策課  23-6530

46 中小企業事業資金融資
あっせん（災害復旧資
金）

市内に住所及び事業所を有している方 信用保証協会の保証を受け、市内各金融機関から融資を受ける制度
限度額　2,000万円
資金使途　被災証明を受けた設備資金
融資期間　設備資金7年以内
融資利率　 5年以内1．60％　　7年以内1．70％

47 商工業振興資金融資
あっせん（災害復旧資
金）

市内に事業所を有している方 信用保証協会の保証を付けて、市内各金融機関から融資を受ける制度
限度額　 5，000万円
資金使途　災害復旧に必要な設備資金、運転資金
融資期間　運転資金5年以内、設備資金7年以内
融資利率　当初3年　1．60％　　以降　1．70％

48 災害復旧資金保証料補
助

災害復旧資金（中小企業事業資金、商
工業振興資金）利用者で、市内に住所
及び事業所を有している方

災害復旧資金に係る保証料の補助制度
融資金額のうち1,000万円に係る保証料補助

商工労政課
  金融班  23-6214

49 中小企業組織強化資金
融資（災害復旧資金）

市内に事業所を有している組合 災害により被害を受けた組合が商工組合中央金庫から融資を受ける制度
限度額　8，000万円
資金使途　災害復旧に必要な設備資金、運転資金
融資期間　運転資金5年以内、設備資金7年以内
融資利率　1．70％

商工労政課
　金融班  23-6214
商工組合中央金庫
　熱田支店　052-682-3111

50 農作物などの被害補償 水稲共済の加入者で一定の被害を受け
た方

水稲及びその他作物の被害で、一定割合を超えた分について補償
・水稲は各町農業生産組合長を通じて申出
・その他作物は西三河農業共済組合へ直接申出

農務課
  総務畜産班  23-6195
西三河農業共済組合
　0566-77-3220

商工労政課
  金融班  23-6214
市内各金融機関
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№ 支 援 メ ニ ュ ー 対　　　象 　　者 支 　　　　　援 　　　　　内 　　　　　容 問 合　せ　先
51 建築確認申請等手数料
の免除

次のすべてに該当する方
・豪雨により建築物又は工作物に被害
を受けた方
・被災日から1年以内に申請を行う方
・原則、従前と同じ用途で、規模が従前
の1.5倍までのものの建築等をされる方

免除となる手数料
・建築確認申請等手数料（建築確認申請手数料、中間検査申請手数料、
完了検査申請手数料）
・開発行為許可申請手数料
・宅地造成工事許可申請手数料

建築指導課
　総務班　23-6716

52 被災建築物に対する指
導、相談

被災を受けた建築物の所有者など 被災を受けた建築物の復旧などに関する相談 建築指導課
　相談班　23-6254

53 市営住宅の一時使用 市内に居住し、災害により住宅に困窮
することとなった方

市営住宅を２か月以内無料で使用可能
被災証明書（床上浸水以上） 、住民票 、所得証明書が必要

市営住宅課
　管理班　23-6322

54 下水道使用料の減免 床上又は床下浸水の被害を受けた家屋 床上浸水の被害を受けた家屋　10㎥
床下浸水の被害を受けた家屋　　5㎥

下水総務課
  普及班　23-6300

55 水道料金の減免 床上又は床下浸水の被害を受けた家屋 床上浸水の被害を受けた家屋　10㎥
床下浸水の被害を受けた家屋　　5㎥

水道局営業課
  料金班　23-6551

56 市奨学資金(貸付奨学
金、入学準備金)返還金
の返還猶予

市奨学資金(貸付奨学金、入学準備金)
の返還中の方で、家屋の全壊、半壊、
床上・床下浸水の被害を受けた方(被災
証明書をお持ちの方)

貸付奨学金、入学準備金の返還金償還期限の延長(猶予) 教育委員会総務課
　総務班　23-6625

57 教科書の無償給与 被災により教科書を失い、又は損傷して
就学に支障のある市立小中学校の児童
生徒

失った教科書を無償で給与

58 学用品などの無償給与 床上浸水以上の被害により学用品を失
い、又は損傷して就学に支障のある市
立小中学校の児童生徒

文房具、通学用品を無償で給与
小学校　4，100円以内
中学校　4，400円以内

59 就学援助 被災により経済的にお困りの国公立小
中学校の児童生徒

被害の状況により一定期間、学用品、通学用品、学校給食費などを援助
（国立小中学校については一部を支給）

60 公立幼稚園保育料の減
免

被災により幼稚園を休園した園児 休園された期間により保育料を減免

61 図書の損害賠償の免除 貸出を受けた図書が損傷又は滅失した
方

損傷又は滅失した図書の損害賠償を免除 図書館交流プラザ
  中央図書館　23-3111

教育委員会学校指導課
  学事班　23-6489

各学校
教育委員会学校指導課
  指導班 23-6877
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'0809/08 11114 FAX 0504 27 1160    岡崎市役所国保年金課 昭1005/005

様式第7号

国民健康保険
一部負担金の減免・徴収猶予該当者に係る額の詰求書

(□一般・□退 ・□退扶)

療養の給付を受ける

被保険者氏名
年    デ 日生

被保険者証

記 号 番 号
世帯主氏名

傷病名及び症状
発病又は負傷

年  月   日

(1)
年 3   日

０
る

(2)

年 日

療 養 期 間 入院・外来 年   月    日 から   年 日

当骸凍委 に実した費用敏 生記資用額に係る一部負担金額
一部負担金の理負 ‐″収賄予| た盆租くm、 コ ,

F E

振

込

回

座

口 座 の 種 別 振 込 先 金 融 機 関 名

通
座
普
当
はのそ

銀行
信用金庫
組合

支店

回 座 番 号 ふ り が な

口 座 名 義 人

上記のとおリ
ー
部負担金の減免白徴収猶予に基づく金額を請求します。

(あて先)岡 崎 市 長

年  月   日

区療機関名 所 在 地

名  称

代表者氏名

電  話  (      )   一

C

※ □は、ま夕ヽ する項 目にレ点で記入してくださいぅ

takeuchi
長方形


takeuchi
長方形


takeuchi
長方形

takeuchi
長方形



昭1004/005
108 09/08 11114 FAX 0504 27 1160

岡崎市役所国保年金課

様式第 4号

誓 約  書

このたぴ支払いの猶予を受けた国民健康保険の一部負担金について、

終了後、納付期限までに納付することをここに誓約 します。

1 納 付金額

2 納 付期限

(あて先)岡 崎 市 長

納付義務者

住 所

氏 名

電話番号

保険証番号

間期予
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
Ｉ
Ｌ
ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
愉
ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
剤
「
―
―
―
―
―
―
―

払支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

円

　

　

日

年

月年

takeuchi
長方形




'08 09/08 11113 FAX 0564 27 1160         岡‖奇市役所 国保年金課

様式第2号

生 活 状 況 申 告 書

下記のとおり世帯全員の生活状況について申告します。

昭1003/005

月午

収入の種

該当箇所にレ点して下さい。

□ 給与収入    □ 事業収入   □  日 雇収入    □

国 家 賃     □ その1他(             )

※ 給与収入の方は、下記の「今月分実収入月額の内訳」は記入不要

代わりに給与証明書を提出してください。

月分実収入額 々月分実収入額今月分実収入額

ハ
〒

月

分
実
収
入
月

額
内

訳

小 計 A

実収入月額 (A― B― 基礎控除額)

居 住 資 産 (ポ) そ の 他 資 産

土地

家屋
土地

家屋

(あて托)岡  崎 長

世特主氏名

takeuchi
長方形


takeuchi
長方形




'0809/08 11113 FAX 0504 27 1100    岡
崎市役所国保年金課 昭1002/005

様式第1号

一部負担金減免(徴収猶予)申請書
年

(あて先)岡   崎   市  長

(世帯主)住 所 岡崎市.……………………………

氏 名

(電話    局

次のとおリー部負担金を減免 (徴収猶予)してくださいぅ

日

③

宅婆;)

被保険者証記号番号

療養の給付を受けよう
とする被保険者

氏 名

年  月   日 生

世帯主との続柄

発病又は負傷年月 日 年  月   日

適用希望年月 日 年  月  日 から  年  月  日

減免 (徴収猶予)を

受けようとする理由

1災 害により損害を受けたため。

2盗 難により損害を受けたため。

3事 業を廃止し、又は業務を体止したため。
4事 業又は業務につき、著しい楓失を受けたため。
5事 業の休廃上等を起因とする失業により、収入が著

したため

6そ の他 (

〔減少

保 険 医 療 機 関 等

の 記 入 櫛

一
部負担金所要額

年  月 診療分

年  月 診療分

年  月 診療分

円

円

合 計       円

上記のとおリー部負担金所要額を見積ります。

年  月   日

所在地

名 称

代表者氏名               ①

注 この申請菩には、は免(徴l17x宿予)を受けようとする理由を証明する書顎を添付することs

措置決定内容 □減額 ( 害|)□ 免 除  □ 徴収猶予  □ 却 下

適 用 年 月 日 年 月 ロカちら 午 月 日まで

逓知交付植月1 □承認通知及び証明書  □ 却下迎知

通 知 年 月 日 月 日年

takeuchi
長方形




'08 09/08 11113 FAX 0504 27 1160
岡崎市役所国保年金課 昭1003/005

様式第2号

生 活 状 況 申 告 書

下記のとおり世帯全員の生活状況について申告します。

長

月年

収入の種類

該当箇所にレ点して下さい。

□ 給与収入    □ 事業収入   臼  日 雇収入    □

国 家 賃     □ その!他(             )

※ 給与収入の方は、下記の「今月分実収入月額の内訳」は記入不要

代わりに給与証明書を提出してください。

前月分実収入額 前々月分実収入額今月分実収入額

ハ
コ

月

分

実
収
入
月

額
内
訳

小 計 A

実収入月額 (A― B― 基礎控除額)

所 有 面 積 (ぷ) 居 住 資 産 (ポ) そ の 他 資 産

土地

家屋
土地

家屋

(あて先)岡  崎

世杵主氏名

takeuchi
長方形




昭1004/005
'08 09/08 11114 FAX 0564 27 1160

岡崎市役所国保年金課

様式第 4号

誓 約  書

このたび支払いの猶予を受けた国民健康保険の一部負担金について、

終了後、納付期限までに納付することをここに誓約 します。

1 納 付金額

2 納 付期限

(あて先)岡 崎 市 長

納付義務者

住 所

氏 名

電話番号

保険証番号

間期予
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―ロド
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
愉
ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
斜
「
―
―
―
―
―
―
―

払支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

円

　

　

日

年

月年

takeuchi
長方形




'0809/08 11114 FAX 0564 27 1160    岡崎市役所国保年金課 昭1005/005

様式第7号

国民健康保険一部負担金の波免・徴収猶予該当者に係る額の詰求書
(□一般 '□退 。□退扶)

療養の給付を受ける

被保険者氏名
角再   デ 日化

被保険者証
記 号 番 号

世帯主氏名

傷病名及び症状
発病又は負傷
年  月  日

年 ヨ     日

９

】 ワ

】

年 ]  日

療 養 期 間 入院・外来 年   月    日 から 年 ノ 日

導骸療奏に要した費用敏 狂記貨用級に係る一部負担金額 師負担 金 の要 免
‐
腹ば 材 予 | た金預(打式t n )

FE

振

込

口

座

口 座 の 種 別 振 込 先 金 融 機 関 名

普 通

当 座
その他 (   )

銀行
信用金庫
組合

支店

口 座 番 号 ふ り が な

口 座 名 義 人

上記のとおリ
ー
部負担金の減免口徴収猶予に基づく金額を請求します。

(あて先)岡 崎 市 長

年   月    日

医療機関名 所 在 地

名  称

代表者氏名

電  話  (      )   一

C

※

takeuchi
長方形







